
旭川未来会議２０３０
農業分野ワークショップ



１ 本市農業の現状について
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しかし，厳しい現状も・・・

• 農業者の減少と高齢化
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• 野菜の生産額激減
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• コロナ禍の影響や国内消費の低迷により，米の需要が低下
• 水田活用の直接支払交付金の見直しや生産資材価格の高騰など，

今後の営農への不安が増大 
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２ 市の施策と主な事業（令和４年度予算）

- 4 -



３ 農業分野ワークショップ

米プラスの産地づくり
テーマ

  ２０３０年を見据えたあさひかわ農業の目指すべき
  将来像（ビジョン）とその実現に向けた具体的な取組を検討し，
  地域特性を活かした本市農業の新たな可能性を見いだす。

－わたしたちが描く，２０３０年のあさひかわ農業－
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基幹である水稲とともに …

・新たな経営の柱となるプラス品目の
安定的な生産体制構築

・市内外における農産物の知名度向上 ほか

◎農業者の所得向上
◎将来にわたり持続可能なあさひかわ農業の実現

４ 議論・検討の方向性 
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会議 日程 内容
キックオフミーティング
（全体会議）

5月30日 ＜本日＞ オリエンテーション

第１回ＷＳ 6月下旬～7上旬 ・あさひかわ農業のSWOT分析（グループワーク）
 ～現状と課題の整理
・次回へ向け，重点テーマの絞り込み
・グールプ発表（全体共有）

第２回ＷＳ 8月下旬 ・前回絞り込んだ重点テーマ毎の方向性を検討
 ～ビジョンと具体的な取組の案出し
・報告の方向性を決定

第３回ＷＳ 10月中～下旬 ・報告会に向けた準備
 ～資料作成・確認，発表者の決定

報告会（全体会議） 11月上旬 市長へ報告

５ スケジュール（案）
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